
国際文化交流学部 ◆ 日本文化学科

カリキュラムマップ

卒業論文・卒業研究題目のテーマ例（2018年度）
◆ 鯰絵 ―鹿島神宮と地震の関係を中心に―

◆ 高校家庭科における女子“のみ”必修問題 1970年代の家庭科と女性観

◆ 新聞記事に見られる受け身表現に関する日本語とアメリカ英語の対照研究

◆日本の少子化の背景と対策

◆『本田覚庵日記』から読み解く江戸における医者修行の実態

◆ 地域ブランド調査からみるメディアの役割 ―観光PR動画の影響―

◆ 炊飯方法と炊飯後の経過時間の違いによる米飯の美味しさ

◆ 美人画における没個性的類型表現から個性描写への変遷とその要因について

◆ 街の魅力を伝える映像制作の研究 『WARSAW』

◆ キュレーションサイトの現状と今後

心理学は、行動を数量化して「心」を
扱う学問です。ゼミでは、学会参加や
オンライン調査などを通じて、様々な
「感情」や「性格」を研究対象として
捉える視点を培います。

データから見極める
「喜怒哀楽」の正体

卒論テーマにそって、フィールド調査
や味の好みを調べる官能評価の実
施、機器を用いて食感の計測と、食文
化について多面的な研究手法を学び
実践します。

日本の伝統食品・
食文化を研究する

他学科専門科目
日本文化学科の専門科目以外にも、一人ひとりの興
味・関心に合わせて、他学科の専門科目の履修も可能
です。

f-Campus提供科目（5大学単位互換制度）→P.34
学習院女子大学の授業に加え、学習院大学、日本女子大
学、立教大学、早稲田大学が提供する科目も履修すること
ができます。

【※】 3年生（第5セメスター）から4つのコースに分かれます。登録するコースごとに定められた専門科目の中から13科目以上を選択して履修します。

学びの深まり

日本文化についての学識を深め、テーマを決めて研究を進める

日本文化とは何かを理解するための基礎知識を学ぶ

日本文化を学ぶための基礎的な技能・知識を習得する

国際文化交流に必要な語学力を習得する

大学で学ぶ意義を自覚する
PCや日本語表現の技能を習得する

卒業論文・卒業研究

共通科目
→P.31

諸学問の基礎を学び、
幅広い教養を身につ
けるとともに、様々な分
野の専門家・実務者に
よる講義や指導を受け
ることができます。

日本文化学科
専門科目

1・2年次には異なる
教員の指導のもとで
学び、3年次（第5セメ
スター）以降は選択し
たコースに分かれ、
3・4年次とも同じ教員
の専門演習を履修
し、卒業論文・卒業研
究をまとめます。

日本文化基礎科目群 比較文化研究科目群

民俗・歴史系科目群
文学・芸術・思想系科目群
現代社会系科目群

日本文化基礎演習Ⅲ(・Ⅳ) 日本文化演習Ⅰ・Ⅱ 日本文化演習Ⅲ・Ⅳ日本文化基礎演習Ⅰ・Ⅱ

外国語科目１群（英語）

外国語科目１群（英語）

情報処理Ⅰ・Ⅱ

民俗・歴史コース

日本語・日本文学コース

芸術文化・アートマネジメントコース

現代文化コース

コース
登録制度
【※】 

日本語表現法

外国語科目２群（英語以外の外国語）

特別総合科目群／国際文化交流論科目群／共通基礎科目群／人間・環境系科目群／スポーツ・健康科学演習科目群
伝統文化演習科目群／国際文化交流演習科目群／生活文化演習科目群／社会演習科目群

卒
業
論
文
・
卒
業
研
究

私たちにとって身近な日本の衣文化について学ぶ講義です。

古代から現代に至る歴史や、それぞれの時代の特質を、現存

する華やかな服飾品などを取り上げながら考えていきます。

明治維新以降の「近代的演劇」の模索から、1960年代の文
化革命としての「反近代演劇」の実験、現代の多様な演劇

に至るまで、映像資料を多数用い、皆さんとともに考えます。

この講義では『古今和歌集』の文学史的意義に着目し、時

代を超えて広く日本文化史に影響を与えてきたこの作品の

重要性を、他作品との比較を通じて明らかにします。

日本生活文化史Ⅰ（衣文化）

日本文化演習
（澤田ゼミ）

日本文化演習
（宇都宮ゼミ）

身体文化論Ⅰ（近現代舞踊） 日本文学史Ⅰ（古典）

専任教員紹介

ピックアップ科目

ゼミナール

1年次（第１・２セメスター） 2年次（第3・4セメスター） 3年次（第5・6セメスター） 4年次（第7・8セメスター）

荒井 啓子教授

スポーツ文化論、
スポーツ人類学、
スポーツとジェンダー学

スポーツの窓から社会
を眺め、それを読み解く
と同時に、社会の動き
からスポーツのあり方
を模索します。

私の専門は、現代の舞
台芸術です。皆さんと
一緒に、実際に見て感
じ、調べ、考えていきま
しょう。

異文化交流により変化
する食。その起源や伝
播、意義など、食の背景
について学術的に調べ
てみませんか。

近現代日本の思想や文
化を学び、私たちの生
活や価値観が歴史のな
かで成立したことを体
感しましょう。

平安時代の日記文学の
研究を進めながら、海
外の日本研究の動向や
翻訳の問題にも関心を
向けています。

ゼミでは視覚芸術を
扱っています。芸術を
知ることで人生の財産
が一つでも豊かになれ
ばと願っています。

「コンピュータを用いて
何かを作る」ことで、実
践的に情報処理技術の
利用方法をより深く学
びましょう。

歴史は暗記物ではあり
ません。江戸時代の史
料から、自分で歴史を
読み解く面白さを学び
ませんか。

特に過去の日本語やそ
の変化などが私の研究
領域です。言語研究の
楽しさを学生に伝えら
れたらと思います。

今日まで続く服飾文化
の源流や様々な時代の
諸相を学ぶことで、日本
の文化の本質に触れて
欲しいと思います。

岩淵 令治 教授

日本近世史

伊藤 守幸 教授

平安文学研究、
比較日本文学研究

今橋 理子 教授

日本美術史（江戸絵画史）、
比較日本文化論

岩城 宏明 教授

情報処理、計算科学

内野 儀 教授

表象文化論、
舞台芸術（演劇・舞踊）論

宇都宮 由佳 准教授

食文化、生活文化

木村 直恵 准教授

日本近代史、文化史

日常生活で慣れ親しん
でいるメディアの利用
を中心に、多様な価値
観を感じていただけれ
ばと思います。

越塚 美加 教授

図書館情報学

日本史の9割以上は先
史・古代です。遺跡や
遺物を扱う考古学から
日本文化の起源を考え
てみませんか。

工藤 雄一郎 准教授

先史学、植物考古学、
環境考古学、年代学、
漆文化史

現代日本語研究の分野
を中心に、諸外国語と
の対照研究、言語文化
論、日本語教育などの
諸問題を扱います。

佐藤 琢三 教授

日本語学
（現代語の意味論・文法論）

人間の営みについての
好奇心や疑問が社会学
の始まりです。好奇心
と疑問をもって大学に
来てください。

時安 邦治 教授

社会学・社会思想

良し悪しだけでは語り
尽くせないのが感情で
す。調査や実験から
「心」の謎に迫る面白さ
を感じてみませんか。

味わい教育などの体験
型学習を通し、環境や
食に対する感受性と見
識、他者への思いやり
の心を育みます。

情報を活用する能力は
様々な場面で求められ
ています。社会の変化
に対応できる知識を身
につけましょう。

20世紀美術の動向、
アートによる地域活性
化などを研究し、現代美
術を国際的視点から捉
えます。

清水 將吾 准教授

情報科学、
情報セキュリティ

清水 敏男 教授

現代美術史、
アートマネジメント
（博物館学）

澤田 匡人 准教授

感情心理学

品川 明 教授

味わい教育、環境教育、
生態学、
コミュニケーション

日本中世文学を中心に、
文学と宗教の関係を考
えています。世界の文
化の違いも見えて面白
いですよ。

土屋 有里子 准教授

日本中世文学、
キリシタン文学

福島 雅子 准教授

日本染織史、服飾史

福島 直恭 教授

日本語学、日本語史

日本について理解する
ための幅広い学びを基
礎に、本当に探求した
いテーマを見つけます。

教員著書紹 介

グローバル・ヒストリーと
世界文学：日本研究の軌
跡と展望

伊藤守幸／岩淵令治 共編著
2018年　勉誠出版株式会社

カリキュラムの詳細は本学ウェブサイト
で確認してください。
https://www.gwc.gakushuin.ac.jp/
faculty/g_japanese/curriculum.html
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